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Ⅰ

劇作家シング (JohnM.Synge)の詩集 poemsandTmHShtl'oDS(1909:以下 乃ePocmsと略

記する)については､これまで戯曲に比べ､論じられることがあまりなかった.oxford版

全集 (1962)では 1巻が充てられ､自作の詩と翻訳を合わせて 80篇余 りが収められてはい

るものの､習作期のノー トの断片が主である｡世に問う目的で新たに加えたり､推敵の手

をいれたのは､自作の詩で20数篇､ペ トラルカ､ヴィヨンなどからの翻訳で20篇にも足

りず､しかも新たな創作､旧作の推敵が一年余 りの間になされたに過ぎなかった｡こうし

たことも含めて批評家にとって､研究対象 として戯曲ほどの重要性を持たなかったのかも

知れない｡

ところが､その数少ない批評が評価 という点では穀誉褒敗 とも言えるほど解釈に混乱が

ある｡Oxfbrd版全集 :1巻の編集を担当した skelton (1971)は ｢戯曲のテーマに対して異

なった視点から取 り組んでお り､詩についての考察も独創的で､とりわけイェイツの中期

以後の詩風と詩論に大きな影響を与えた｡｣ 1 と評価し､price(1961)も同様に ｢詩に対す

る所見と合わせて､作品はある種の歴史的な重要性をもち､本質的な価値がある｡｣ 2 と論

じている｡一方で､全 く正反対の評価がある｡Henn(1963)は ｢シングの人間としての個

性や戯曲に当てる光 としては価値があるかもしれないが､テクニック不足のせいで､わず

かなballadを除いて全体的に締まりがなく､ぎこちないところがある｡｣3 とし､Orr(1988)

などは ｢シングの詩は批評上の注意を引くことはあまりないし､アイルランド文芸復興､

モダニズム､さらにシングの作品研究の中心的存在とはなりえないだろう｡｣4 と酷評して

いる｡こうした評価の分裂が批評家たちの拠って立つ視点の違いから生じていることは言

うまでもない｡端的に言えば､他の戯曲や散文から切 り離して､純粋に独立した作品とし

て見るか､シングの作品全体の一部 として見るかによって評価の軽重が異なってくるとい

うことだ｡詩作品を一個の独立した世界として見ることは詩歌批評の常道であるかもしれ

ないが､シングの作品のように戯曲の手法 との類似点が基調 として明らかに見られる場合

には､残された作品との有機的な関係を無視して論じることはできない｡

また､orrはシングの詩に対する批評家の過大評価の裏にイェイツの影があることを指摘

し､もうイェイツの呪縛を離れ､余分なフィルターを取 り除く時だと主張したうえで､作

品を ｢なんら新しいところも､独創性もない､未完成のものと考えるべきだ｡｣5 と結論づ
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ける｡シングの死後､イェイツが彼を神格化 とも言える言説をもって評価を定着させたこ

とは確かだし､それが skeltonの主張のように ｢イェイツ詩論のシング模倣説｣ とも受け取

れる､思い入れの強い過剰な評価に繋がっていることも否めない｡しかし､だからといっ

て､影響関係を全 く無視して､両者の作品を論じることはできないだろう｡共に現代アイ

ルランドの英語文学の草創期において､ Ìrishness'を追求しつつ互いの存在を意識し､影響

しあったことは言を侯たないからである｡

そこで､本稿ではシングの詩論について考察したうえで､その理念がどういう形で具体

的に作品に反映しているかを論じていくが､ここでは mepoemsの半数近 くを占める翻訳

詩篇は除外する｡翻訳の場合､さらに別の要素が絡んでくるからである｡

Ⅱ

シングは死の前年の 1908年 9月､Maunsel社版作品集の出版に際し､企画編集者 George

Robertsの依頼を受け､それまでに上演された4篇の戯曲に加え､書きためていた詩の草稿

を渡した｡詩を全集に加えることに確信を持てなかったシングはほぼ同時に､作品に対す

るイェイツの意見を求めた｡

ロバーツが詩を見せて欲しいと言っているのですが､ここに同封したものがそ

れで､出版用のものです｡ ･･･そこで､あなたのご意見をお聞かせいただけれ

ばありがたいのです｡僕には自信がないのですが､自分を十分出し切ったので､

破棄してしまうのもちょっと残念な気がするのです｡それに､これを残したま

ま誰も知 らないところ-行ってしまうよりは､出版しておくほうがいいのでは

ないかと時折考えたりしています｡(cLⅡ,195)6

草稿を一読したイェイツは､｢その一部を高く評価し｣(CLⅡ,197)､妹 Eizabethが経営する

cualaPressから自らの序文を添えて出版することを提案した｡契約違反問題を惹き起こしか

ねない､イェイツの強引な申し出を受けたMaunsel側は交渉の結果､翌 1909年にcualaPress

側が私家版の形で限定出版し､Maunsel社が市販版 として 1910年出版予定の作品集に加え

ることで合意した｡イェイツの意図がどこにあったかは定かではないが､結果 としてイェ

イツの序文の有無､収録作品の数の2点で異動が生じることになった0

この異動は収録作品の選定に当たってシングが挙げた18編の作品のうち､乱暴な (Outrageous)

言い回しが含まれた2篇のballadを除外したうえに､一部の書き換えをElizabethが求めた

ためである｡Elizabe血からの弁解の手紙に対してシングは ｢兄上も同意しておられること

です｡ ･･･作品の選定については兄上からずいぶんと助言を戴いているわけだから､あな

たとの取 り決めの件は兄上にお任せします｡｣(cLⅡ,224) と応じ､彼女の要求を受け入れ

ている｡が､ゲラ刷 りが届 くと作品の削除について､｢僕のささやかな詩集はなんと毒がな

い (innocent)ように思えるのでしょう｡少し強さが足 りないようなので､今は T̀heCurse'

と D̀amy'の2編を除外したことを悔やみかけているところです｡｣(cLⅡ,246)と本心を覗

かせている｡最終的に､詩集は1909年 4月出版されるが､それは死の2週間後のことで､

実際にシングの目に触れることはなかった｡

ところで､イェイツ兄妹の主導で進む出版作業の過程で漏 らしたこの ｢強さ不足｣の言
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葉に､削除によって詩集の狙いが十分に伝わ らないのではないかとい うシングの不満に近

い思いを読み取るのは無理だろうか｡彼は先のイェイツ宛ての書簡の中で続けて､こうも

書いている｡

出版するなら､多分短い序文を書 くことになるでしょう｡間違った詩語 (poetic

diction)があったように､間違った題材があったし､今もあるとい うこと､もし

詩に生きたものがまだあるとするなら､詩はヴィヨンや- リックやバーンズの

場合のように､詩人の生活や経験全体を占めていなければならないということ､

とい うのも､高揚 した詩 (exaltedverse)は最高であるかも知れないが､その詩

の側に- 必ずしも同じ人物が書いたものとは限らない- もっと本質的な活力

に満ちた詩 (vitalverse)がなければ､力を維持できないとい うこと､などを述

べるものになるでしょう｡ (cLⅡ,195)

補足すると､ここで言 う v̀italverse'とは詩の高揚感を維持させる普遍的な詩の活力であり､

これは- リックやバーンズなどの作品に見 られる実生活や体験か らくる､ とい うことにな

る｡Elizabethが削除した T̀heCurse'と D̀amy'の 2編はシングが実際に体験した事柄や伝

え聞いた事柄から生まれたものであ り､いわばこうした詩論の実践だったのだ｡

だが､ここで問題になるのは削除の是非ではなく､シングが主張している普遍的な詩の

活力である｡これは､T.S.エ リオットの言 う ｢伝統感覚｣に類似したものだったかもしれな

い｡とすれば､その主張が現代詩-の強烈な問題定義であったように､シングもまた同様

に､同時代の詩に対するささやかな問題定義を行お うとしたと言えるだろう｡共に､17世

紀詩人を引き合いにした点は偶然にも一致 しているが､主張の時期 を考えるとシングのオ

リジナ リティーは揺るがない｡しかも､その対象 としてエ リオットが JohnDomeなど機智

に富む奇想や屈折表現を多用 した形而上詩人たちであったのに対 し､シングが直接的な口

語表現で詩作 した- リックを評価 した点でも異質だった｡7鮎Roemsの ｢序文｣はこの問題

の意味するところをさらに明確にしている｡

高揚の詩 (thepoetryofexaltation)はいつも最高のものだろ う｡しかし､人が

日常生活に対する詩的感覚を失い､ 日常の事柄についての詩が書けなくなれば､

高揚した詩は高揚 した力強さを失ってしま うだろう.それは人が店を建てる喜

びを失ってしまうと､優雅な教会を建てな くなるのと同じことである｡

●

ヴィヨン､- リック､バーンズなどは材料に自分の個人的な生活全般を利用

した｡このようにして書かれた詩はわずかの人たちだけではなく､泥棒にも助

祭たちにも読まれた｡だが､18世紀の都市文学においては､ 日常生活が詩にも

ならない韻文にゆだねられた｡そのあと詩がコール リッジやシェリーと共に戻っ

て来ると､必ずしも人間的とは言えない韻文になったのだ｡

この頃では､詩はたいてい悪の花か善の花である｡しかし､もっとも確実に

長持ちがするのは詩の立ち木である｡木は土 と虫の間に強い根を張っているか

らだ｡
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高揚した詩がそれ自体ずっとうまくいくことはたとえ認めるとしても､高揚

したものや繊細なものが決して脆弱な生命によって作 られるのではないことを

証明するために､人生の強い事柄が詩にも必要なのである｡ふたたび人間的に

なる前に､詩は動物的 (bmtal)になることを学ばなければならないと言えるだ

ろう｡(CW I,XXXvi) 7

シングがここで強調するのは､同時代の詩から日常生活に対する詩的感覚が失われている

が､その元凶が 18世紀オーガスタン時代の p̀oeticdiction'による定型的な表現形式であり､

またロマン主義以降､詩の題材 として取 り上げられてきた超 自然的な ìmerreality'の追究で

あった｡こうした作品は読者を限定し､詩に本来備わっていた人間性豊かな感情表現を制

限してしまうのだ｡従って､聖と俗､高尚な精神性 と低俗な事物 との落差､食い違いなど

によって世間を風刺し､笑い飛ばした犯罪者詩人ヴィヨンの健康的な笑い､愛の賛歌を街

うことなく謳いあげた- リックの自由奔放な表現､さらに大地に根付いた民衆 と生き物た

ちの素朴な営みや事物を描いたバーンズの飾らない表現を取 り戻すことが詩を再び活性化

させることになるはずだ､とシングは言 うのだ｡

だが言 うまでもなく､動物的な激しい言語､日常的な題材だけでは詩的高揚は得 られる

はずはない｡シングは創作ノー トの断片の中で､詩にはおよそ現実生活 (reallife) と空怨

(血ncy)の 2種があるとしたうえで､

･･･詩の中で､最高のものはいつも夢想家が現実に身を乗 り出すところか､

生活人が高揚して現実から離れたところに存在するものだ｡また､最高の詩人

はこの両方の要素を持っている｡つまり､このうえなく生活に夢中なのだが､

奔放な空想によっていつでも単純で明瞭なものから抜け出していくのだ｡8

と記している｡つまり､シングのい う日常生活 と空想とは対立関係にあるのではなく､常

に隣 り合わせのものなのである｡

乃ePoems巻頭の Q̀ueens'は日常と夢想とを並置させたアイロニカルな作品である.

Sevendog-daysweletpass

Naming(〕ueensinGlenmacnass,

Alltherareandroyalnames

Womysheepskinyetretahs,

冒頭､詩人は谷間の人目につかない場所で恋人とともに､ Ètain,Helen,Maeve,rand,Dei血e'

など古典､聖書､中世の美姫や､古代アイルランドの女王たちの名を呼び合 う｡しかし､

それは吟遊詩人のように､伝統的な手法に倣ってその姿を讃えるのではなく､ある種ユー

モラスで醜悪なイメージを付与することで､彼女たちに実体を与えることになる｡彼女た

ちはかつては才色ともに秀で､男たちの心を掻き乱すこともあったかもしれないが､実際

は皆同様に虫食いの羊の皮を身にまとったままで､蚤やダニに血を吸われている. Q̀ueens

whosefingeroncedidstirmen,/Queenswereeatenoffleasandvemin….'やがて､時は過ぎ､今は
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土の中で眠っている｡土中での肉体の腐敗 と分解は生あるものが避けて取れない現実であ

り､神秘のベールに包まれた伝説の女王たちもその現実を避けては通れないのだ｡だから

こそ､生あるこの瞬間はすぼらしい､と詩人は恋人に向かって語るのだ｡

Yetthesearerotten- Iasktheirpardon-
I

An dweve'thesun onrockandgarden,

Thesearerotten,soyou'rethequeen

ofallareliving,orhavebeen.(CW I,34)

最後のこのquatrainは､ Q̀ueensmendrewlikeMonnaLisa'(男たちがモナリザみたいに描い

た)伝説の女王たちも､実は血の通った肉体を持つ人間であり､その美貌ゆえに争いごと

を惹き起こし､おろかな失敗も犯す不完全な存在で､死んだ後は腐敗し土に帰らなければ

ならないというシニカルな理を暗示している｡イェイツや AE (GeorgeRussell)を初めとす

るアイルランド文芸復興の詩人たちのロマンティックで空想的な (fanciful)神話理解に対

する抵抗の表明でもある｡

また､わずか8行の詩､ T̀hePassingoftheShee'にもこうした空想と現実の並置が描かれ

るが､ À触 JooklbgatoneofAE'splchLnSS'という副題が示すように､シングはここで､ロマ

ンティックな神話処理 とは一線を画す自らの立場を明らかにしている0

ADIEW,SweetAngus,Maeve,andrand,

YeplumedyetskinnyShee,

Thatpoetsplayedwithhandinhand

Toleantheirecstasy.

we'1lstretchinRedSally'sditch,

An ddrinkinTubberfair,

orpoachwithRedDanPhilly'sbitch

Thebadgerand也ehare.(CW I,38)

同時代のアイルランド詩人たちが妖精の女王 (shee) と手に手をとって､悦惚の世界に遊

ぶとき､詩人シングは現実の世界で農民と酒を酌み交わし､密漁に出かけようと詠 うのだ｡

それは古代英雄伝説帝を民族の精神的高揚の手段とする､アイルランド文芸の圧倒的風潮

に対する強烈なシニシズムである｡shee(Si血e)はゲール語で風の意であり､文字通 り実

体のない超 自然的な存在である｡その Sheeに冠された s̀kinny'の形容はアイルランドの一

元的なロマンティックな図象との決別なのだ｡同時に､シングはバーンズのballadに一脈通

じる土着的日常の世界にアイルランドの ǹationalidentity'を見て取ろうとしている｡バーン

ズの詩の場合と同様に､ R̀edSally'､ T̀ubberfair'､ R̀edDanPhilly'などの固有名詞や d̀itch'､

f̀air'､ p̀oach'といった野外のイメージを伴 う語は詩の日常的側面を強める効果がある.さ

らに言えば､第 1スタンザと第 2スタンザの間の落差は､1篇の詩の中に空想と現実を並置

させ､読み手にその落差からくる違和感を感じさせようとするシング独 自の仕掛けが明確
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に現れている｡

Ⅲ

シングが仕掛ける夢想 と日常の落差から生じる緊張感 と土に根 ざした素材の選択は､実

は彼の戯曲を特徴づけるものであり､演劇論と試論の書かれた時期がこの詩集出版 とほぼ

重なることからも互いの論調が通低することに異論はないだろう｡

舞台の上で､人は現実と喜びを味わわなければならない｡ ･･･現実の中の上質

で野性的なものだけに見られる豊かな喜び ･･･すぐれた芝居では､台詞はど

れも木の実や りんごと同様に強烈な香 りを放つものだが､そのような台詞は詩

について口を閉ざした人たちの中で創作する者には書けるはずがないのだ｡9

乃elyayboyofLheWestem 仲bdd(1907､以下 乃emayboyと略記する)の序文で言 う ｢喜び

と現実｣はそのまま詩論で言 う ｢高揚感 (夢想 )と日常｣に置き換えて解釈できる｡戯曲

に見られる波状的な ｢現実 と喜び ｣の落差が創 りだす違和感､緊張感は詩の基調 ともなっ

ている｡

ところで､乃ePoems所収の作品は､婚約者であった女優 MollyAllgoodを扱った恋愛詩

や自然 との交感を題材 とした拝情詩と民衆の生活を卑俗だが生き生きとした口調で詠った

balladに大別できるが､｢高揚 と日常｣の落差がはっきりと見られるのは前者の拝情詩や恋

愛詩である.そこには先に挙げた T̀hePassingoftheShee'と全 く同じ二種の異質な情調の相

対立する構成がある｡まず､ T̀o血eOaksofGlencree'を見よう｡

Myamsareroundyou,andIlean

Againstyou,whilethelark

Singsoverus,andgoldenlights,andgreen

Shadowsareonyourbark.

There'llcomeaseasonwhenyou'llstretch

Blackboardstocoverme:

TheninMountJeromelwilllie,poorwretch,

withwomsetemally.(CW I,47)

第 1スタンザから第 2スタンザ-の情調の変化は夢の惨 さ､生の無常観 を見事に表わした

m̀ementomori'となっている｡詩人はあたかも恋人に対するようにGlencreeの略の樫に接し､

語 りかける｡常緑樹である樫は樹齢の長 さと堅牢さのゆえに､従来豊穣の象徴であり､雌

雄の花を同時に咲かせることからも豊かな生命力を秘めた存在である｡この樫を両腕に抱

き､身を委ねる詩人は生の実感 一 樫 との一体感からくる高揚した生の意識を感じている｡

それは恋人 との抱擁にも似た侠惚感でもある｡その甘やかな振る舞いをからかうように､

空で鳴 くには雲雀､弦い日光､碧の葉陰はロマンティックな伝統的情感を醸し出している｡

が､この高揚感は第 2スタンザで一気に暗転する｡自然の理に従って､季節が巡ると樫は
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恋人とは対極の死神の形相を持って詩人に迫ってくる｡そこには生命を感じさせるものは

なく､ただ死を告知する無機質な黒い棺に変わった樫の不気味な姿があるだけだ｡最後の

couplet､｢それから僕は､なんと哀れな奴だ､ジェロームの丘で/常しえに岨虫どもといっ

しょに横たわるのだ｡｣の詩句は､ジェロームがダブリンに実在するプロテスタント墓地の

場所で､そこにシング家の墓があることからも､詩人の死の意識に実感を与えている｡死

して横たわるのは､しかし､詩人と姐虫だけではなく､第 1スタンザで生の喜びを与えて

くれた樫の木もまた棺に姿を変え､ともに土に埋もれるのだ｡自然に存在するあらゆるも

のは生の限界の中で生きているのである｡｢生と死｣のコントラス トがこの詩においては ｢高

揚 と日常｣の落差 と同格に捉えられるだろう｡

強烈な死の意識がシングの詩にあることは批評家が一致して語るところである｡Hennは

｢詩のほとんどが自らの死を予見する病者の夢想と関係している｣ 10 とし､priceも同様に､

｢シングの詩に向かうと､だれでも死が文句なく支配的な主題であることに気づ く｣11と述

べ､Gerstenberger(1964)も ｢人生の惨さ｣､｢死の存在 と勝利｣､｢死の絶対的勝利を和 らげ

ようとする人間の無力さ｣などがあると言及している｡12 だが､問題はその表現方法であ

る｡ ÌnKerry'では､死がより具体的に､グロテスクなイメージで描かれる｡Stephen(1959)

が 『伝記』の中でシングは最初恋愛詩を構想していた､と指摘している13 が､その構想は

Kerry県で直接耳にした教会の廃嘘の伝聞によって､ballad的色彩の強い作品に変化してい

る｡

Weheardthethmshesbytheshoreandsea,

Andsawthegoldenstars'nativity,

ThenroundwewentthelanebyThomasFlym,

Acrossthechurchwhereboneslieoutandin;

AndthereIaskedbeneathalonelycloud

Ofstrangedelight,withonebirdsinglngloud,

Wh atchangeyou'dwroughtingraveyard,rockandsea,

Thisnewwildparadisetowakef♭rme….

Yetknewnomorethanknewthesemerrysins

Hadbuiltthisstackofthigh-bones,jawsandshins.(CW I,55)

行中の ẁe'が詩人の他に誰を指すのか､また誰に問いかけているかは確定できないが､冒

頭の牧歌的なイメージや stephenの言及から､恋人を指すのが自然だろう｡詩人はつぐみの

さえず りを耳にしながら､恋人と部びた寒村を散策しているが､そこは ｢きらめく星々の

住処｣と形容されるような非現実的な自然美に包まれた場所であるOシングは旅行記､A

wbtKeq (1907)で､｢人を寄せつけぬような海と島々の眺めは､夢の中で見る光景のよ

うに冷たく明るく澄んでいて､この風土に独特 といっていい､鮮烈な非情の美に輝いてい

る｡｣ 14 と描写しており､当地の自然と人に原始的美を意識していた｡この非日常的情調に

満たされつつ､詩人はThomasFlynnの家の傍の小道を曲がって､荒れ果てた教会にたどり

着 く｡その教会は 19世紀半ばの大飢健 とその後の移民などで打ち捨てられたものと推測さ

れるが､教会墓地には人骨が散 らばっている｡このイメージはシングがケリーで､墓地の
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再建か他の墓地-の再埋葬かいずれかの目的で､-教会の内部に人骨が積まれていたという

農民から聞いた話に基づいている｡15 ｢一片の不思議な歓喜の雲｣､｢かん高 くさえずる-

羽の鳥｣の詩句は非 日常的情調の余韻を暗示する心象風景だが､この教会は生者の心を慰

撫する楽園としてのメタファーを遠ざけ､詩人の眼前に狂気じみた新 しい楽園として厳然

たる死の現実を露にするのだ｡詩人は夢想から現実-しかも､死 とい う､名状Lがたいグ

ロテスクな現実- と覚醒する｡だが､覚醒直後の内面を詩人はうまく整理して伝えられな

いでいる｡octonaryと coupletとの間の空白が非情な死の現実を目の当たりにした詩人の混

乱を語っている.かろうじて言えるのは､ m̀errysins'がこの骨の山を築いたということだ

けだ. m̀errysins'が飲み､喰 らい､そして踊る大地に根付 く人々､つまり､詩人と同じ人

間たちのメタファーであることはい うまでもない｡死に対する人間の反応は厳粛さとは裏

腹な､残酷な一面があることをシングは言おうとしているのかも知れない｡

こうした生者の死に対する無関心さ-の感懐は À(〕uestion'で､恋人の口を借 りて､語ら

れる.この詩については､イェイツの AHtObl'og22Phl'es(1955)にひとつのエピソー ドがある.

彼は､シングの恋人 Mollyに詩の背景になにかあるのかと尋ねた｡その答えは､｢彼は死に

ついてよく私をからかったものでした｡ある日､僕が死んだら葬式に来てくれるかと聞く

ので､私は､いやよ､だってあなたが死んで､他の人が生きてることに我慢できそ うもな

いんですもの､と応じたのです｡｣ 16 というものだった｡シングはMolly言葉を膨 らませ､

死を憎み､生きている者を呪認する恋人の激しい感情を直哉的に表現することで運命に対

する激しい憤 りを表現している｡Stallworthy (1972)は ｢墓の縁でのこの身悶え､光の消滅

に異常なほど激怒する､おとなしい人間の発作的な凶暴さは彼のballadに度々見られるのだ

が､これは間違いなく病者の詩なのである｡｣ 17 と指摘するが､これは死を予感した人間の

内面の真実の声､孤独な魂の叫びである｡

IaskediH gotsickanddied,wouldyou

Withmyblack血neralgowalkingtoo,

Ifyou'dstandclosetohearthemtalkofpray

Wh ileI'mletdown inthatsteepbankofclay･

An d,No,yousaid,forifyousawacrew

Oflivingidiots,presslngroundthatnew

Oakcoffin- theyalive,Ideadbeneath

Thatboard,- you'draveandrendthemwi血yourteeth.(CW I,64)

恋人にとって死者の魂を沈める祈 りも､最後の別れに棺の周 りに集まる者たちの悲しみも

虚しい儀礼に過ぎないのだ｡シングはかつてアラン島の葬儀の k̀een'(哀悼歌)の中に､普

段は抑えられた､孤島での隔絶した宿命的生活-の絶望が激しい情熱 となって溢れ出るの

を見て取 り､それに比し､葬儀のミサの購罪の祈 りの言葉が空々しく響 くほどだと記した 18

が､最終行､ ỳou'draveandrendthemwithyourteeth.'のもつ暴力的な表現はその意味で､死

とい う現実を他人事 として受け止め､お仕着せの弔いの言葉を語る生者の凡庸 さに対する

アンチテーゼなのである｡
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ⅠV

18世糸己以来､英詩に失われたとする ｢日常生活に対する詩的感覚｣を回復する手段 とし

て､シングが指摘する本質的で ｢活力に満ちた詩｣(vitalverse)を持つ詩語と ｢人生の強い

事柄｣(strongthingsoflife)を措 く詩の素材はballad形式の詩に結実している｡上の恋愛詩

ÀQuestion'の動物的 (brutal)で激しい口語表現に一部 balladの要素が見られるが､言語表

現のみならず内容の点でも作者シングの文学的特徴を表しているのが 一連のballad形式の

詩である｡balladが同時代のアイルランドでは牛市や馬市などハレの日に日常的に歌われて

いたことは､h WTestKeq のエピソー ドにも見られるo当地で､ p̀uckFair'(雄山羊の市)

と称される馬市は農民たちにとって年間を通じて最大の行事で､町の中央の広場に作 られ

た舞台の上に雄山羊を繋ぎ､その下で行なわれる市にはキリス ト教伝来以前の異教的な特

徴を想起させるものであった｡その舞台の下でballad誘いが歌 うballadは出来ばえはともか

く､農民たちに国内外の世事を伝える手段であり､男女掛け合いの応答歌唱に ｢不思議な

ほどの妙味｣をシングは感じ取ってもいる｡19

自治法､日露戦争､殺人などの大小様々な出来事を素朴な歌謡として､農民たちの涙を

誘い､また笑いを引き起こすballadにシングは日常風景の中から生まれた生きた言葉の力を

見たのだ｡シングのballadもまた､実際に起きた出来事を扱ってはいるが､市井のballadに

しばしば見られるように､作者が途中で顔を出して乱れた文脈を整理したり､政治的意見

を差し挟んだりすることはない｡バーンズのballadがそうであるように､客観的な描写に終

始する一種の l̀iteraryballad'と言え､淡々と語るその口調はシングがアラン島を初めアイル

ランドの各地で語 り部 (shanachie)から聞いた口承説話の語 り口にも類似している｡

T̀heMergencyMan'(臨時執行吏)と題されたballadは 19世紀アイルランドで広範に実施

された､悪名高い税の取 り立てと農地立ち退き (eviction)にまつわる出来事を素材にした

ものである｡ウイックロー県でのevictionでは実際に実兄が地主の代理人として関与してい

たこともあり､罪悪感からかシングは紀行文の随所で農民の視線から詳細に描いているが､

このエピソー ドは h WestKeq の中に､行きずりの農民が語る20年前の話として出てくるO

政府から派遣された執行吏が収税 と立ち退きのために農民たちを召喚しようとするが､彼

らはいち早 くヒースの広野のあちこちに潜んだまま姿を見せない｡怒 り狂った執行吏は大

雨になった今夜こそ､寝込みを襲って百姓 どもをふんじぼってくれよう､と巡査を引き連

れて宿を出る｡ T̀o-night….wi血thedevil'sweather/Theharesitselfwillquittheheather/Ⅰ'llcatch

myboyswithalatchonthedoor.‥(今夜のこのひどい天気じゃ野 うさぎどももヒースの原っぱ

を出やしまい｡/家にかぎ掛けて篭った連中をひっくくってやるぞ｡)ところが､天佑 と信

じた大雨も､川の飛び石が隠れてしまうほど逆巻き､流れている｡巡査たちの注意にも耳

を貸さず､執行吏は猛然 と飛び石に突進する｡

Hemadetwolepswitharunandmsh

Thenthepeelersheardayellandsplash;

And血e'mergencymanintwodaysandabit

wasfoundintheebbtidestruckinanet.(CW I,58)
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3歩 目の足を踏み出そうとしたその瞬間､叫び声と水音だけを後に残し､彼は濁流にのま

れてしまう｡2日あまり後､執行吏は海まで流され､魚網にかかって発見されるのだ｡他愛

ない素朴な事件の記録を綴ったballadだが､権力に対する農民たちのしたたかな抵抗と自然

の変化に無知な執行吏の軽挙の顛末を淡々と描いている｡アラン島でも､取立てが突然の

天候の変化で中止になったこと､また執行吏の収税時に税の対象になった豚や家禽が逃げ

出して大騒ぎになり､それを捕獲しようと右往左往する巡査たちの行動を妨害するように､

嚇し立てる島民の女や子 どもたちに共感し､権力の横暴に怒 りの目を向けるシングの姿が

描かれている20 が､ここにも自然を農民の味方 と捉え､強引な収税に血眼になって自然の

力に逆 らう者に冷ややかなまなざしを向ける詩人の冷厳な視線がある0balladでは人の死も

風刺の対象であり､魚網に絡んだ執行吏の姿に農民たちの喚笑が浴びせられているととる

のは不遜な読みだろうか｡弱者は権威ある者に対して残酷な一面を見せるものなのだ｡

弱者が徒党を組んで､強者に対して積極的な反抗を企てた事件を扱ったのが､ D̀mny'

である.このballadは執筆期が重なることもあり､内容的に 乃emaJlboyとの類似が見られ

る.ここに描かれたアイルランド農民の激しい感情の爆発､粗暴な一面は､農民の素朴さ

のみを捉え､美化しようとする偽善的なアイルランドのナショナ リズム-の痛烈な邦輪で

あり､同時にシングの言 う b̀rutality'が最もはっきりと実践された作品でもある｡事件の舞

台であるEmiSはシングが 血CbmDemm22(1905)で､アイルランドでも最貴地域と呼ぶ僻地

で､政府の救済事業の対象地区に指定され､出稼ぎで生計をたてる者も多 く､土地に残る

男たちは大方体力のない者ばかりである｡そのような状況の中で､Dannyは近在で知らぬ者

はない乱暴者で､誰かれなく殴り飛ばし､市の日には教区司祭にさえ二度まで拳を振 り上

げたこともある男である｡ところが､この乱暴者が若い娘や死にかけた後家たちによくも

て､痴情にまつわる醜聞も多いのだ｡ひ弱な若者たちは日頃それぞれ一人では何ひとつで

きず､贋をかんでいるが､ある晩 20数人が集まってDarmyを懲らしめようと謀を企む.共

同体の社会的規範から逸脱し､身勝手な行動をとるようなアウトローはその社会からは抹

殺されて当然だという論理だが､長期にわたって被支配者の立場にあったアイルランド人

にとって､法は宗主国イギリスの法でもあり､共同体の慣習の問題を巡回裁半胴こ委ねるわ

けにはいかないのである｡彼 らは私刑とい うアウトロー的手段を選択する｡

B̀叫 we'llcomeroundhimin也enight

AmilebeyondtheMullet;

Tenwillquenchhisbloodyeyes,

Andtenwillchokehisgullet･'

20人がかりで､ 目を押 さえ､のどを絞めようと待ち伏せるMulletの岬の先は､ ǹotahare

insight'(-羽のウサギも見えない)谷間の一角である.priceの言葉を借 りて言えば､｢足

の速い獣でさえもうろつかない､待ち伏せ場所の不吉な様相を表現している｣ 21｡ そこ-

Dannyがいつものように､口笛を高らかに吹き､陽気な足取 りで近づいてくる｡確かにタブー

破 りの乱暴者ではあるが､Damyはある意味で天衣無縫な人生の享楽者で､彼に対する20

数人のひ弱な凡人たちの正義感が妬みを糊塗する方便であることが窺える｡

こうして､乱闘が始まる｡
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ThenDannysmashedthenoseonByme,

Hesplitthelipsonthree,

Andbitacrosstherighthand血umb

OfoneRedShawnMagee.

Butseventrlppedhimupbehind,

An dsevenkickedbefore,

An dseversqueezedaroundhisthroat

TillDahhykickednomore.

Thensomedestroyedhimwi血tbeirheels,

Sometrampedhiminthemud,

Somestolehispurseandtimberpipe,
An dsomewashedoffhisblood.

Dannyは奮闘し､相手にも傷をおわせるが､ついに､力尽きて倒れ､絶命する.共通の敵に

天課を加えたつもりの正義の私刑は､しかし､死体から財布 と高価なパイプを盗み取るに

およんで､ただの私憤からの暴力､殺人行為であることが明白となる｡この F̀airisunfair.'

のアイロニーは 乃elyayboyk見るChriSty追放の類型として捉えることができるだろう｡

それは寒村 ErriSの絶望的状況がDannyの抹殺によって､変わることなく持続していくとい

うアイロニカルな暗示である｡

Andwhenyou'rewalkingouttheway

FromBangortoBelmullet,

You'1lseeaflatcrossonastone

Wh eremenchokedDanny'sgullet.(CW I,56-7)

村の女たちの人気者だったDannyの陽気な ｢喋 り｣も何の変哲もない陳腐な十字架によっ

て､永遠に封印されてしまうのだ｡後には､面白みのない平凡な日常が続 くだけなのであ

る｡

D̀amy'と同様に､初版から削除されたballad､ T̀heCurse'は冷めた笑いを誘 う､作者 自

身の個人的な背景をもつ作品である｡"Toasisterofanenemyoftheauthor'swhodisapprovedof

T̀hePlayboy'"とい う副題が示すように､自作の戯曲に向けられた集中的な批判に対する作

者の呪誼の形をとっているoその大げさな表現から､ T̀he'EmergencyMan'や D̀anny'など

の物語調のballadではなく､アイルランドの伝統的な呪誼のballad(怨み節)に属する風刺

詩である.副題にある àsister'とは恋人 Mollyを指し､彼女の姉 Mrs.Callenderが 乃elYayboy

を公然 と非難 したことを受けて､書いたと言われている｡22

Lord,confわundthissurlysister,

Blightherbrowwithblotchandblister
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Crampherlarynx,lung,andliver,

Inhergutsagallinggiveher.

Letherlivetoeamherdinners

InMountJOyWithseedysinners:

Lord,thisjudgmentquicklybring,

AndI'myourseⅣant,∫.M.Synge.(CW I,49)

祈 りと誓言 (swearing)の並置や直哉的でグロテスクな表現は､この詩がある種の話語であ

り､奇を街った風刺 というよりは戯作とい う印象を与える｡主に向かって祈るとりすまし

た詩人の顔 とその内容のコントラス トから､この呪誼を文字通 りに詩人の激しい怒 りの表

現 と受け取とっていいのかわれわれ読者は困惑するが､その困惑した表情を横 目に､ほく

そえんでいる詩人の姿があることは確かだ｡このように読者 (観客)を驚情させ､困惑さ

せるところにシングの ドラマツルギーの真髄があったが､詩作においてもコンヴェンショ

ン (約束事)破 りの姿勢は同様に見て取れるのである｡

最後に､繰 り返すが､序文でシングは ｢高揚したものや繊細なものが決して脆弱な生命

によって作 られるのではないことを証明するために､人生の強い事柄が詩にも必要なので

ある｡ふたたび人間的になる前に､詩は動物的 (bmtal)になることを学ばなければならな

いと言えるだろうo｣(CW I,xxxvi)と書き記したが､meRoemが同時代の英詩のコー ド-

の ｢異議申し立て｣になることを十分に意識していた｡イェイツ宛ての書簡で､作品につ

いて ｢自信がないのです｡｣(cLⅡ,195)と語った言葉は本音に近いものだったろう｡同年

の 乃emayboy騒動の余波がまだ残ってもいたからだ｡しかし､日頃から抱いていた現代詩

に対する違和感をシングは看過できなかったのだ｡オーガスタン期の p̀oeticdiction'による

パターン化された表現から､ロマン主義時代の内面表現の重視を経て､ヴィクトリア朝期

には主知主義に陥った英詩の閉塞的状況にささやかな一石を投じようとしたのだ.その手

段として､シングは同時代の詩人たちが顧みることのなかった 17世紀詩人たちの作品にみ

られる､｢日常性に対する詩的感覚｣に着目した｡詩壇の傍流的位置づけではあったが､バー

ンズのバラッドにもその日常性豊かな v̀italverse'(活力に満ちた詩)が流れていることを

認めた｡言語と題材の2点で､この ｢日常性｣という､いわば異質なコー ドを提示するこ

とで英詩を活性化 させ られるのではないかとシングは考えたのである0

これは､とりわけ民族主義の影響下にあったアイルランドの文学状況-の強烈な異議申

し立てであった｡神話､英雄時代をベールに包んで美化して描 くことが当時のコンヴェン

ションであったが､シングは実際に観察した農民､民衆の野性味あふれるおおらかさの事

例を通して､人間の粗野な現実のなかにこそ本来の豊かさが潜んでいることに気づいたの

である｡神話､英雄時代の人物もそうした民衆の創 り出した人間だというのが彼の見方で

あった｡｢日常性｣は時に ｢獣性｣という極端な一面を表出させることもあるが､それはシ

ングにとって人間の健全さの表れであり､現代詩に必要な要素だったのではないだろうか｡
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